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野球と書く こ と と
マリアン。ムーア小考
森 田 孟
マリアン・ムーア（Marianne Moore，1887－1972）はスポいツの愛好家で
もあったが，特に野球は大好きだった。彼女が初期の詩十数篇を寄稿した雑誌
0まゐersの編集者A胎ed Kreymborgは，ムーアの野球に関する並々ならぬ博
読ぶりと感覚の良さを讃えて，ある挿話を語っている。ムーアを大リーグの試
合観戦に伴った時のこと，第一打者を三球三振に打ち取った投手（Sborty
Slagleだったのだが）のことをクレインボーグが，もしかして知っているか
と尋ねたら，「会ったことはないが，MatheⅥ7SOnに違いないと思う」と答え
た。驚き呆れて何故かと開くと彼女は，「私はMa払ewsonの書いた投球法に
ついての有益な本を読んだが［事実だった］，今の実際の投球は間違いなく彼
の理論どうりであるのに気付いたので楽しいわ」と澄まして答えた（Mo．164）。
ムーアが三十代の頃の話である。それから30余年後，1956年10月3日の月盲rαgd－
フナZあ㍑花e紙の第一面に，彼女の詩が一篇載った。その年のワールド・シリーズ
の初日であった。それはそれまで，他の主な新聞からは掲載を断られてきた作
品（Mo．392）だったのだが，これによってムーアは，一躍，これまで彼女の
詩を読んだことのある人々よりも遥かに多勢の国民に，知られることになった
（同）。押韻する二行連句の次の一篇である［『全詩集』（CP）Ⅰに依る。原注
は便宜上○囲み数字で付加し，訳注は（）の数字で表示する。なお，本稿の
［］の部分は本稿筆者の注。］
アルストンとリーズ両氏のための地元作品
Hometown PieceforMessrs．AIstonandReese①
楽曲二合セテ：
「赤チャン，何モ言ワナイデ：ママハアナタニまねしつぐみヲ買ッテアゲルワ。
鳥ハ歌ワナイ：ママハソレヲ売ッテ美鈴ノ指環ヲ買ウワヨ」
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「至福千年期」，そうだ；「伏魔地獄．／」①
ロイ・カンパネラ③が高く跳ね飛ぶ。ドヂヤース魂が
仕上げをして，ジョニー・ポドルをマウンドに上げた。
バズイ・バヴァシ④と 〈報道陣〉が退いた；
チームは平手打ちを食わし，叩きのめし，必要とした，ヤンキースという好敵
手を，
「君はどんな気がしたの，サンディ・アモロスがあの球を揃った時？」①
「ぼくは思ったね」 全インニング投げ通した投手
「マウンドに歩いて戻ってゆく時，ぼくは言ったよ，『何もかも
どんどんよくなってゆくんだ』と」。（熱意：彼らには熱意がある。
「『希望はブルックリンの胸の中で，永遠に吹き上っている』」⑥。
それに ドヂヤースの楽隊が区画八の第一列⑦にいて寛ぐだろうか
もしも所得税の集金人を見たなら？
もしもそんなことが起きるなら楽曲を用意して：
「ぼくの全てを取ったら ぼくの全てを，如何？」）
別のシリーズでのこと。ホームランを デュークが打席で，
「本塁から400フィート離れて」⑧；それ以上で。
巧妙なバントを，どうかお願い；雲を突き破るようなのを，強打を
ジム・ギリアムのどでかい一発のようなのを。希望は生きている。
ホームランか，フライでアウトか，ファウルか？我らの「ハイカラ張り切り」⑨
で非常に敏捷なカンパネラが 彼をアウトにしてくれるだろう。
ダブルヘッダーでは一日400回しゃがんでは，
彼は言う，喜びは或る程度 報いだ，と：
野球 と 書 く こ と と
捕手の投手への，手頃で取りやすい投げ返し
殆ど，まるで彼がボールにそこへ行けと言いきかせたみたいに。
ウイリー・メイズ（1）は，ドヂヤースの選手になるべきだ。なるべきだ
ロウジャー・クレイグとクレム・ラバイン（2）には捉え難い若者だが；
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しかし あなたには予感がする，優勝旗を手にするピーウイ一には，
それを我らは 御弊を担ぐように 見続けている。
ラルフ・ブランカ（3）には ブリーチャー・ロウの勝ち星数がある；思い出し
て？⑲
それにダン・ベセント（4）がいる。彼ほ実際，球に火を付けられる（5）のだ。
ジル・ホッジズ（6）はといえば，一塁を守りながら
「彼は一人でやり遂げられるだろう」。今や専門家で
ボックス席の奥深くまで手を伸ばして
熟練して
彼は身を伸ばし傾けて グラブで打球を攫む。彼はくじくのだ
期待を あわやというところで（7）。そ・の憤しいスターは，
一度の失策に苛々して，間一髪のところで（8）英雄ではなくなる；
三振の完敗状態にあって 心配になりそうな事がもっとある時に
彼はホームランを掲示板へライナーで叩き込み，得点を変えてしまった。
それから自らの19年目のシーズンでは，ホームランが
六打点のうち四点をあげて
殆ど敵の角を椀ぎ取って
カール・フェリロ（9）は大砲なので；
フアンを喜びのあまり踊り上がらせた。
ジェイク・ピトラーと彼の〈遊戯場〉 は「〈夜勤〉をする」⑪
ジュイク，あの心暖かな人は，更に一層心暖かくなったのだ，守備同様
攻撃も出来るチエウヒ（州 ドン・デイメター⑫によって。
66 森 田 孟
九回を完封して⑲
カール・アースキンは
ヒットも打たせず
シモリ（11）に手も足も出させない。
山羊の角を引き抜くのだ，ドヂヤースよ，あのシラサギよ
その埋め合わせは 二人の実に鮮やかを盗塁手でできるのだ。
君たちは大いにやってくれた：ジャッキー・ロビンソン（12）
それにキャンビーと大物ニューク（13）よ，それにドヂヤース魂は再び
君たちがやることは全て見詰めている。君たちは去年勝ったのだ。さあ，頑張
れ。
自注
（丑Ⅵ■alterAIston：ブルックリン・ドヂヤースの支配人。
Harold（Peewee）Reese［ピーウイー］：ドヂヤースの主将。
②「至福千年期［millennium］と伏魔地獄［pandemonium］とは，昨年，
ヤンキースタジアムのブルックリン・ドヂヤースのクラブハウスで，ほぼ同時
にやってきた」。RoscoeMcGowen，肋∽ybrゐ耶meざ，October5，1955．
③ RoyCampanella，写真：「勝利の瞬間」，A屯び恥rゐ耶meざ同上。
④ 「警察には，選手たちを先に入れるべきだと分っていたが，ブルックリ
ンの役員たち Ⅶム1terO’Malley，Arthur（Red）Pat七erson，BlユZZieBavasi
にFrescoでbompson－は，書き手たちを選手と一緒に入れたがった。これ
はいつもと違う場合なのだから，誰も遮られてはならないのだと，彼らは感じ
たのだ」。RoscowMcGoⅥren，（むの前掲紙。E．J．Bavasi：ドヂヤースの副会
長。Ⅵri11iamJ．Briordy，「カンパネラ名誉を取り戻す」，A屯び恥rゐ耶mes，No－
Vember17，1955．
① （JoeCollinsのJohnnyPo血esへの言葉）「『君の成功の秘密は，君が
チェンジ・アップを制禦するようになれたことだよ…』『ぼくはワールド・シ
リーズの第7戟では，チェンジ・アップをあまり使わなかったよ』とジョニー
が言った。『そうするには背景が悪かった。それでぼくは，実際，浮き上がる
速い球を使ったのだ』…『やあ，ジョニー』とジョウは言った。『アモロス［Sandy
Amoros］があの打球を揃った時，どんな気がしたの？』『ぼくは歩いてマウン
ドへ戻ったよ』とポドルが言った，『そして心の中で言い続けたんだ，何もか
もどんどんよくなってゆくんだ』と」。Ar払urDaley，「時代のスポーツ：唯，
野球と書 く こ と と 67
耳を傾けて」，肋∽％rゐ耶meざ，Jan11ary17，1956。
⑥ RoscoeMcGow・en，「ブルックリン対ミルウォーキー」，Ak∽ ％rゐ
耶meβ，July31，1956．
⑦ドヂヤースのシムフォニー楽団は，第八区画第一列の第1～7席に陣
取って，Lou Soriano（スネアドラム［小太鼓：上下両鼓面に羊皮を張った打
楽器。反響面を出すために下の鼓面に響線が張ってある］の側に立ち上ってい
る）に指揮されている。「このシムフォニーは，ブルックリンの所得税集金人
のために，特別の曲を練習するのに忙しい。その曲は，『ぼくの全てを ぼ
くの全てを取ったら？』である」。ⅦilliamR．Conklin，「第18回ブルックリン・
シリーズのために指揮棒を執る巨匠ソリアーノ」，肋∽‰rゐアよmeざ，Au糾St
12，1956。
⑧ 「ギリアム［JimGilliam］がその試合を，流レiントによるヒットで
始め，一死後，デューク・スナイダー［Dlユke Snider〕が，左中間の壁の根元
に400フィート以上の球をかっ飛ばした。ギリアムは本塁へ生還したが，打球
が観客席へ高く跳ね飛んで入り，球場規則で二塁打になったので規定の塁にま
で戻らなければならなかった」。RoscoeM：cGowen，「ドヂヤース対ピッツバー
グ」。デューク・スナイダーは「四年連続エペッツ［Ebbets］球場で23本の
ホームランを打った」。JobnDrebinger，肋∽yOrゐ耶meざ，Octoberl，1956．
⑨ （捕手）：「彼は一日に200回は，疲れるしゃがみこみ姿勢で屈む，ダ
ブルヘッダーの場合にはその二倍になる」。ArtburDaley，「やっとのことで」，
肋∽yOrゐ耶meβ肋gαZよ花e，July9，1956。［「ハイカラ張り切り」と頭韻で拙
訳した原文は㌔秒Zよβゐsわ㍑吉ノ1］
⑲ preacherRoeの数。28。1951年のシーズンに22勝したブルックリンの，
崇拝されている左腕投手。
⑪ 「彼は何でも屋のジェイクのようだ ジュイク・ピトラー［Jake
Pitler］，ドヂヤースの一塁コーチ兼声援指揮者［チアリーダー］」。JosephShee－
han，肋∽ybrゐアよmeざ，September16，1956，「ドヂヤースは，ジェイクのた
めに 〈夜勤〉をするだろう」 二年前に「条件付きで」受け入れられた名
誉：そういう寄付金は，Betb…El［神の家］HospitalSamuelStraube曙Wing
のためにであるべきだ。〈夜勤〉を表わす記念品：JakePitlerノト児科遊戯室（恵
まれない子供たちのための）にある飾り額の複製品。
⑫ Don Demeter：テキサス州フォート・ワースからの新参の中堅手。「サ
ンデイ・アモロスが公園の中に入るホームランをかっ飛ばした 今年，ブ
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ルックスのために打ったこの種の三度目 そしてドン・デイミターは…八
剛こ，大リーグで彼の最初のホームランを，しかも初安打を，打った」。RoscoⅥr
McGoⅥren，入屯∽ybrゐγZmeざ，September20，1956．
⑲1956年5月12日，エペッツ球場でヂヤイアンツを相手にしての，カール・
ア∵スキン［CarlErskine］の無安打試合。
（1）willie（Howard）Mays（193ト）：大リーグの強打者。生涯本塁打660
本。
（2）RogerCraig，ClemI」abine
（3）RalphIうranca
（4）DonBessent
（5）“員retbeboll”：「剛速球を投げる」の意の野球用語。
（6）GilHodges
（7）“byaⅥrbisker”：字義通りには「頬ひげ一本の差で」。
（8）“bya hair”：（7）と共に，「もう少しのところで」の意に，体毛を使った
撃喩表現を用いている。
（9）carlFudllo
8ゆ“aharrier”「チエウヒ」：タカ科チエウヒ属，中型の鷹。「中型の猟犬」
の意もある。「人を悩ませる人」「略奪者」の意にもなる。選手の讐喩であり，
後にはドヂヤ｝スを「シラサギ」“egret”に誓えている。
㈹ cimoli
杜勿Jack（Jackie）RooseveltRobinson（1919㌦72）：黒人初の大リーガー
（1947仙56）で野球殿堂入りした（1962）。
＊
長年ブルックリン（Brooklyn）地区に住んだムーアは，ドヂヤースの熱烈
なフアンだったが，この詩が発表された翌年から，このチームは，ロサンゼル
スに移ってしまう。ブルックリン・ドヂヤースとしての最後だったわけである。
ムーアがこの詩を書いたのには十分な理由があったのだ。
エンゲルは，ムーアの正確さへの欲求が，彼女の詩に引喩を過度にする理由
だと述べ，この作品もその〟例にする（E．28）が，そればかりではなかった。
このチームと選手たちへの，ムーアの思いがあったのである。それが，彼女に，
新聞記事からの引用の断片によって，1955－56年の両年度の試合の，さまざま
な選手と彼らの印象深いプレイぶりを，この詩に盛り込ませたのである。それ
は確かに，この詩に「現実味を与え」（E．143）たが，それだ捌ここの作品に
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ラフのポピュラーソングの調子を備えているという指示と相は，冒頭のエビグラ
磯
侯って，灰かなユーモアの漂う或る感情が濠み出ることにもなった。エンゲル
の言うように，「伝統のあるチームが金銭上の理由で失われてしまうこと」が
「地域社会の熱烈なフアンの口中に真鎗の昧を残こ」した（E．143）のである。
発表当時この作品（以下「地元作品」と略記）には，選手名や彼らの事跡に
ついての注釈は殆ど安らなかったであろう。ムーアの常で，繋辞の極力省かれ
たモザイクの，無愛想で簡潔な詩ながら，それでいて鏡舌でもあり親しみやす
い調子で，二行ずつの押韻（拙訳では遺憾ながら片鱗も示せないが）とも相使っ
て，多くの読者に，そのまま楽しく享受されたであろう。しかし，それから十
年も経たないのに，エンゲルは，1950年代にブルックリン・ドヂヤースはロサ
ンゼルスに移ってしまったから，この詩の中の名前，チ｝ム，出来事などを思
い出せる現在もフアンの人か，忘れられた試合で活躍した今では引退した選手
たちの実技を徹底して調べようとする献身的な読者にしか，この作品は玩賞で
きない，と言う（E．142，28）。更に年月が経過した外国の読者には尚のことだ
が，「事情を知らないフアンには話題性がありすぎて享受し難いにしても，言
及されている事柄に親しめるだけ十分に「注」を注意深く参照して読み直そう
とするフアンや読者には，たまらなく面白い詩だ」（E．143）とも言うエンゲ
ルに賛同したい。「ドヂヤースの音楽隊が収税吏を訪問しようとして行なった
ユーモアのある敬礼」への言及に，エンゲルは，地元の町の熱意の例証を見る。
「希望を抱くフアンの情緒の起伏」が，「時折り一人称に滑り込む一連の詩節
で報告される」のは，「実際の出来事を灰めかしながら詩人と読者をフアンと
同一にするため」であり，「韻律は歩調と方向を突然変えながら，磯測とした
試合をしっかり辿る人の雰囲気が素早く変ることと平行しているように思え
る」（E，143）という見解に共鳴するには，原詩をそのまま味読するしかない
が，エンゲルの，この諒とムーアに対する親切には共感したい。多くのスポー
ツ支持者たちの迷信［御弊を担ぐ，云々］や，お気に入りの選手たちの力量，
試合から上る収益を慈善に供しようとしてクラブを手に入れた野球人の人柄と
愛情への言及など，これらは全て，地元チームへの賞賛を形成するのに役立っ
ているともエンゲルは言う（E．143）。或る選手が敵手の「角を殆ど擁ぎ取っ
た」という一節と，「山羊の角を取り去る」ようにとドヂヤース軍に愉快な支
持を与えることは，この試合が結局はそれ程真剣なものでないことを適切に示
しているのだ，と看る（E．143－44）エンゲルは，この作品を，ムーアが自ら
が高く評価する楽観主義と熱狂とを或る特定の例に当て飲めて，その価値の存
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在を自らの思考の中で例証している詩だ（E．143）と結論づける。殆ど全ての
静
研究者が無視するこの作品へのエンゲルの注視は大切にしたい。
もう一人，「この面白い良く出来た詩を楽しめない人がいるなどとは思えな
い」（Hall．155）と言うドナルド・ホールがいる。彼が，この詩の膨大な自注
を，野球フアンでない人や1956年まで野球を観戦しなかった読者が多くの選手
名や彼らへの言及に戸惑わないようにするためのものだ，と看倣すのは当然で
あるが，「注は字義通りに示唆するというよりは雰囲気の定義であり，この雰
囲気は活力に溢れている」（同）との見解は鋭い。ホールは，この詩が備えて
いるのは“卯S七0”［趣味・嗜好］であり，それが結局，この詩を定義している
とも言う。カール・フェリロのことを「大砲」だと言い，「巧妙なバントを，
どうかお願い；雲を突き破るようなのを，強打を／ジム・ギリガムのどでかい
一発のようなのを」というのには魅了されると述べるホールは，「ウイリー・
メイズは，ドヂヤースの選手になるべきだ。なるべきだ」の言明や，Peewee／
superstitiou．sly，barrier／Demeterのような押韻，「三振の完敗状態にあって
…彼はホームランを…ライナーで叩き込み，得点を変えてしまった」には抗し
切れない，と讃辞を惜しまない。彼はこの辺の表現を，この婦人から出て来る
言葉としては矛盾している，という指摘も忘れないが，美しい丁寧な言葉遣い
を日常でも詩作でも重んじたムーアを思えば，成程と領くしかない。彼女は珍
しく，この詩では昂奮を隠さなかったのだ。
ドヂヤースが身売りして他の土地へ去るということほ，要するに，マネシツ
グミを買ってあげたがその鳥が歌わをいのでそれを売り払って美鈴の指環［名
声・大儲け・成功の機会，などの意がある］を買うのだと，ママが赤チャンに
告げるということなのですね，と，このチームの支配人と主将へ皮肉っている
わけで，この詩の主旨は「称讃と勧告」（臥143）であると共に，熱愛ゆえの
讃諺に包んだ一種の 〈愛想尽かし〉であり，訣別の辞であったろう。ムーアは
その後，ニューヨーク・ヤンキースのフアンヘと鞍替えするのだから。ドヂヤー
スに勝ってくれと激励するこの泣き笑いの 〈愛想尽かし〉の訣別の辞ほど，ド
ヂヤースの面々にとって有難い贈り物もなかったことだろう。リースは引退後，
この詩を自室に飾って大切にしたという（Hall．156－57）が，ムーアの心は十
分に受け止められたのであった。
この諸には，ステイプルトンに，韻律の適切な不整ぶりと折々に現われる警
句が野球という競技に合っているという評釈（St．199）のあるのが，他に見
当る程度である。勿論この詩が，彼女の最上作でも彼女の滑稽詩の中の最良作
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でもない（Mo．392）のは確かにしろ，下手なおどけた詩に近い（同）などと
片付けられてはならないだろう。この詩の発表以来，ム｝アといえば野球が連
想されるようになってゆく（Mo．428）のであり，五年後には，野球と詩作と
を直接に結びつける作品を書くに到るのだから。7協e肋∽ybrゐer，37（Decem－
ber9，1961）に発表された次の詩である。
野球と書くこと Baseba‡landWriting
試合後ノ放送こ示唆ヲ受ケテ
熱狂？否。書くことは興奮させること
であり野球は書くことに似ている。
あなた方には決して分らないであろう
どのようにしてそうなるのか
自分が何をすることになるのか，を以てしては；
興奮を生み出すことを
虜になった狂熟を
投手を，捕手を，野手を，打者を。
どの範疇の虜かって？
アウル
記者席から見詰める桑記者？
誰にそれは当て飲るのだろうか？
誰が興奮するのか？
それはずっと投手の闘いであり
もしかして私であるかも？
決闘
捕手の闘いでもあるが，残忍な
ビュいマの爪足で，エルストン・ハワードが軽快に本塁を
はね
塞ぎ守る時のようだ（彼の発条は
バットの一振りから打球の翼を擁ぎ揃えた。）
彼ら打者にはあの殺し屋の本能がある；
なのにエルストンは その捕獲の
腕で バットを構える連中を督やっつけてしまった
質問されると，言うのだ，妬ませないように，
「とても満足だよ。ぼくらは勝ったんだから」と。
首位打者を剥ぎ取られて言うのだ，「ぼくらは」と；
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規則の厳密によって奪われて。
一方の側の選手三人が三つの守備位置に就き
状況にそれぞれ備え合う，
すごい大飛球が全てでなくてもいいのだ。
「飛んでます，飛んでます…」本当に
入るか？ ロウジャー・マリスが
捕ってしまった，走りに走って。これ程
見事な捕球を見ることは決してないだろう。
「ミッキーが悪鬼の如く飛び上って」
これ程…
どうして
そんなに飾り立てるのか，魔の方がまだましに聞こえるのに
罠で捕らえてしまう 樹のてっぺんの巣へまっしぐらに向かっているものを
片手で揃ってしまうのだ 記念品になるべきものを
あなたか私が揃って持ち帰る筈だったものを。
ヨギ・ベラをケイブ・カナペラルの任務に就けよう；
彼ならどのようなミサイルでも処理できそうだ。
彼は羽なんかじゃない。「ストライク／…ストライク・ツーノ」
後方ヘファウルだった。ぼうっと見えただけ。
それは入ってしまった。あなたは推測するだろう
あのバットには限があったのだと。
彼はその木をあの球に当てたのだ。
褒め讃えられて，スコ一口ンは言う，「ありがとう，メル，
ぼく，少しば役立ったと思うよ」。
全ては仕事，それぞれ，そして謙遜。
ブランチャード，リチャードソン，クーペック，ポイヤー。
あの星雲九箇の中で，言えるか？ どれが
優勝を勝ち取ったかなんて。それぞれがだ。それは彼だったのだ。
膝元から掬い上げるあの華麗な二度の守備
投球，胸のすくダブルプレイ
ホイットニ仰の三種類の投球と狙い定めた
心理での
ポイヤーの
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前以っての診断も同じく。
投球は大きな主題だ。
君の腕は，最初のうちあまりにも誠実でなかなか
内外角を突けないでいる叫悩ますことさえ出来ない
ミッキー・マントルを。（「ヤンキースの一人に掠り傷を負わせまし
た／
わが若手の投手，∨モンデジョです／」
幾らかでも学べば
君は強力な投手になるだろう，早熟の天才児だ。
からだ
彼らは体すれすれに投げ，カーヴを投げ，膝元目ざして投げる。試しながら
全く／ 秘密を灰めかして：
「ぼくはここに立つことが出来るのだ，バットをしっかり持って」
お挑え向きなのがいるかも知れないし
誰にも叶わないのがいた。
予測不可能なものが打ちのめすのだ。
筋力の凝り痛み，病気感染，スパイクで受けた傷が
要求するのだ，食物を，休息を，息抜きを，悪漢共から。（ちえっ／
有名人にはプライヴァシーは高くつくのだノ）
牛乳，「魔の乳」，豆乳，人参ジュース，
醸造酵母（精力強化）
栄養の集中摂取が 勝利の前兆となるのだ
ルイス・アロヨ，ヘクトー・ロペスによって速度を早められて
何しろ危機には死にもの狂いになるのだから。そして「そうです
大変な仕事なんですからね；あなたには大いに頑張って欲しいです，
しかし楽しんで下さい
仕事中は」。
ホウク氏とセイン氏よ，
蔵払いをするにしても
ロウランド・シェルトン とか トム・トレシュは売らないで下さいよ。
ベルトと王冠に星々を鎮めて
その〈競技場〉は星々の磯場だ。
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おお 閃光を発するオリオン座よ，
そなたの星々はライオンそこのけに筋骨送ましい。
行頭に規則正しい出入りのある，ムーア特有の特異な形態の七速から成る作
品で，真申の第四連が13行で他の連は全て12行の詩である。規則正しい行頭の
出入り，と述べたが，第二連だ桝ま，他の連とは異なり10行目の行頭が一字下
げられている。第四連は8行目が余分に入っている感じで，それを除くと他の
（第二連以外）五連と全く同形の姿をしている。脚韻は，どの道も1－2行，4－
5行，最後の二行が押韻し，若干，疑似韻などの変化がつけられている。その
他第三連以外ほ，3－9行が厚別として押韻する。美しい整った形姿の作で，
全体で459語ばかりの詩のうち，“－ing”形の語が20語使われていてその昔が響
く。
「轟記者」“0乙〃gman”は，夜目の効く“owl”「桑」というので夜間試合の放
送記者やアナウンサー（E．156）を指すが，斜字体での強調が示すように，1材hite
OⅥrlなる愛称の本名MelAllenという放送記者が実在した。2第四連の，一行
余分に入れてあると前述した8行目の「メル」がこの人物で，さり気なく？こ
の放送記者が強調されている。実に入念な趣向が凝らされているのだ。
登場するその他の17名の人物は，第五連に出現する，ヤンキースの打者に掠
り傷を与えて悩ます若いMontqjo投手以外は全て，ヤンキースの選手とその
関係者である。順に原綴を挙げておこう。EIstonHoward（後出の名捕手Yogi
Berraの後の黒人正捕手），Rog・ey Maris（三行後に出てくるMickeyMantl
［193卜95，50－60年代に活躍した人気抜群の名外野手］と共に，1961年のシー
ズンに61本のホームランを打って，それまでのBabeRl止bの60本の記録を破っ
た。片手で悪鬼の如く跳躍して捕球するとあるようにファイン・プレイの守備
もみせた），Skowron（強打の一塁手），JohnBlanchard（一塁手で控え捕手），
BobbyRicbardson（二塁手），TroyKubec（遊撃手），CleteBoyer（三塁手。
後に日本の大洋吼alesのコーチ），ⅦもiteyFord（左腕投手。相手打者の心
理を適格に判断して投球することが描かれている），L11is A汀OyO（左腕の救
援投手），HectorLopez（代打者）この二人は共にピンチになると大張り
で活躍する。RalpbHo11k（ヤンキースの一時期の支配人），JobnSain（かつ
てはブレーブスの花形投手でこの時はヤンキースの投手コーチ），RolandSbel－
don（救援投手），TomTresh（控えの内野手）。
悪鬼の如く（1iketbedevil）などと何故そんなに修飾するのか，鹿（deer）
野球と書 く こ と と 75
のようにと言う方が響きもよかろうに，というのは，この詩の語り手の感想で
ある。
先刻の野球の詩にも，鳥，山羊，シラサギなどの動物が響喩に使用されてい
たが，この作品でも，捕手のミットがピューマの爪足である他にも，飛球が，
翔んでゆく鳥に誓えられているのが特に鮮やかで見事である。外野手の妙技に
阻まれてボールを家に持って帰れなくなった無念？というのは微笑ましいが，
詩作にも同じようなことがあると暗示されている訳で，これは重要な深刻な認
識である。打率は最高だったのに，打数が何かの規則に抵触して不足にでもなっ
たのか。「全ては仕事」である。「規則の厳密」によって不運な目に逢うような
ことは詩作にも詩人にもあるし，謙虚や他人への思いやり，配慮は，詩人にも
欠かせまい。野球の世界の出来事は詩人の領域にも似たようにして存在するの
だ，と冒頭で言明されているのだから読者はこの作中の細部に，野球と詩作・
詩人との比較を促されて種々の思索にふけることになろう。
「投球は大きな主題」である。詩を「書くこと」は，詩人（投手）が打者（読
者）に向かって投球することであり，「読む」ということは，その球を打者が
どのように「打つ」かということである。まさに「闘い」なのであり，それが
「仕事」というものだ。
「悪漢共」“ru伍ans”は，強力な相手選手たちを指すが，「予測不可能なも
の」に見舞われることは，詩人の場合も同様である。「牛乳」‘‘Co乙〃も milk”の
強調も皮肉が効いていて，「虎の乳」以下は，流行の種々様々な健康飲料であ
る。まともな，通常の「牛乳」ばかりかこんなものまでという語り手のからか
い，諷刺である。
詩人にも，知識，体験他，豊富な「栄養」の「集中摂取」は不可欠である。
ムーア自身，絶えざる精進を続けた詩人であった。だが同時に，「楽しんで」
仕事をした。接骨彫心の宝石のような寡作の成果は，その労苦の跡が感じ取れ
ないほど軽快で楽しい作品群である。
「ベルト」“bel七”とは，伯爵や騎士たちの礼帯を指すだろう。「ベルトと王
冠に星々を鎮めて」“StuddedwitbstarsinbeltandcroⅥrn”いるようなきら
びやかな名選手が集う「その 〈競技場〉は星々の職場だ」“theStadiumisan
adastrium．”この“adastrium”は，ラテン語の“astrum”（＝stars）と“sta－
di11m”との掛け言葉によるムーアの造語で，“ahomeofstars”「星々の家」
の意である。因に，“adastraperaspera”「困難を通して星まで」は，カンザ
ス州の標語である。真の才能を持ち，それを絶えず研きながら己れの職業に献
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身する人々，それが「スターズ」であり，彼らの献身が火花を散らし合うのが
「スタディアム」だ。それは作品を書く人々にもそっくり当て飲まるであろう。
運動選手と作家の“arena”（競技場）（E．56）だ。
オリオン座“Orion”（the‡iunter）は大犬座と雄牛座の間の天球赤道上にあ
る星座で，ベテルギウス（Betelgeu．se）とリゲル（Ri酢1）の二大輝星を含ん
でいる。百獣の王ライオンと，一篇の最後で押韻して（Ol享望rl垣堅），力強さ
と輝きとの象徴になる。野球と書くこととは，力と光輝の営為なのだ。
となると，五年前の先刻の詩も，単にドヂヤースを激励する機会詩には留ま
らなくなる。作中の選手たちの言動の一つ一つが「書くこと」と関わった意味
を帯びてくるだろう。野球チームにとっての地元と詩作にとっての「地元」の
意味。正義と平和が世を支配する幸福な黄金時代の「至福千年期」と大混乱，
無秩序，百鬼夜行の修羅場である「伏魔地獄」とを生き凌ぐのは野球も詩作も
同じではないか。この凌ぎ合いの中からしばしば優れた作品は出現した。好敵
手が必要なのは野球だけではない。詩人にも優れた仲間が必要であり，読者（批
評家）という好敵手が不可欠である。熱意も希望も言うまでもない。一日400
回も立ち上ったりしゃがんだりの苦業の中で，喜びは或る程度報いだ，と呟く
のは，捕手だけではない。詩人にも実によく分る思いだ。間一髪で失策するこ
とも，敵の角を挽ぎ取れることも，詩人は同じように経験する。…というわけ
で，あの「地元作品」は，最後の「さあ，頑張れ」なる声援は，ドヂヤースヘ
であると共に，詩人たちへの，「書くこと」への，鼓舞激励にもみえてくるだ
ろう。ムーアは，あの時，あと一カ月少しで満69歳を迎えるところだった。も
う一ふんばりという自己励起の作品でもあったのだ。他者への応援・声援とい
うものの本質は，自己自身への激励なのであり，自己奮起活動なのだから。
「野球と書くこと」への従来の目ぼしい見解を，ほぼ発表された順に概観し
ておこう。
エンゲルは，ユーモアに富む押韻の典型として第五連のpedago野（教育）／
Prodigy（天才）を挙げる（E，155）。ユーモアというのは，音声上のことか。
少々舌を噛みそうな音の連続と響きに，思わず苦笑させられるからだろうか。
ユーモアと言えば筆者などは，むしろ，最終連のLopez／Yesなどの方に感じ
るのだが。第六連最終行の「栄養の集中摂取が勝利の前兆となるのだ」“concen－
tratespresagevictory．”は，ムーアの美学理論を表わしているとエンゲルは
読みたがるが，彼が引用するのは“presage”が“promote”（助長する・促進す
る）となっている本文であり，これが肋びybゐerの初出だったのである。
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ホールは，この作品の方が前作の「地元作品」より優れているが［異論はな
いだろう］両方共冗長のようだと述べ（Hall．171），それ以上には触れない。
マーティンは，第一連の3－5行，「あなた方には決して分からないだろう／
どのようにしてそうなるのか／自分が何をすることになるのか，を以ってして
は」が，ムーアにも当て散ると言う。彼女の詩は，押韻の状態も主題も幅広く
変化に富んでいるし，彼女が「創作の混成手法」を証明するために付加する「注」
は詩そのものより多くの問題を引き起す（M．27）と，この作品には皆無の「注」
にまで話題を広げる。マーティンは，この詩がムーアの他のどの作品にもまし
て気まぐれな風変りの面を捉えていると見ており，特に第三連は，言語と書く
こととが人を興奮させる可能性も示しており（M．109），この詩は，言語の力
と発話の脆さの両方を捕える（M．110）のだと言う。
この詩については，ホウリーが最も重要な指摘を行なった。まず，呼び掛け
の移動が四重に現われることに注意を促す。読者に（あなた方には分らないで
しょう），ミッキー・マントルに（君は早熟の天才よ），球団所有者に（ホウク
氏とセイン氏よ，シェルトンとかトレシュは売るな），チーム全体に（おお‥・
オリオン座よ）。こういう多様な変化してゆく呼び掛けは，相対立するものを，
長所を認める精神に役立つ更に一層会話風の様態へと変えるのだ（Ho．160）
と。但し，二番目の呼び掛けは，どう見てもミッキー・マントルにではなくモ
ンテジョにであろう。ホウリ一にしてこういう錯覚があるとは面白い。彼女は
続けて，この作品が，「地元作品」の繰り返しはせず，それを改善し，円熟を
示していると見，次のように述べる。「地元作品」の幾らか倣慢な「我々」型
を，もっと個人の色合いを帯びた「私こあなた」型に変え，あからさまに押韻
した二行対句連を間接でよそよそしく，強勢を置いたり置かなかったりする押
韻の七連に変え，勝利を収めさせたいという単純な衝動を訓練と規律によって
購われる卓越さをもっと一層賞讃する方向へと変えているのだ（Ho．168）と，
野球を扱ったムーアの二篇の詩を比較している。「野球と書くこと」を創作中
にムーアが，ホワイト夫人に出した手紙（1961年10月4日）に言及したのもホ
ウリーである。ムーアは，「土着のもの（vernac111ar）と妙技（virtuosity）と
から無数の細部を蓄積するようにした」と書いたが，土着の自然さ，及び，正
確なものの備える芸術上の手腕の両方に対するこの逆説めいた興味は，ムーア
が初期の“CriticsandConnoisse11rS”「批評家と鑑定家）3（1916）の中で用い
た撞着語“unconscious払s七idiousness”［無意識の選り好み］を思わせる（Ho．
169）と。ムーア芸術の鍵は，そして，芸術の，芸術家の真相・真価は，この
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撞着語の精神・境地にあるとかねがね考えている筆者は，ホウリーの見解に心
から賛同したい。「無意識の選り好み」が可能になった時に，投手＝捕手の側
も打者の方も，そして詩人も，名人と呼ばれるのに催いするだろう。
〈差別〉に視点を定めた文化研究に立脚するミラーは，彼女らしい見解を示
してくれた。「地元作品」が最初と最後に，ドヂヤースの黒人選手に言及して
いたことを重視し，「野球と書くこと」でも，黒人選手のエルストン・ハワー
ドを大きく扱ったことに注意を促す。彼が，規定を根拠にされて，実際は彼に
対する人種差別のせいだと広く信じられたものの故に首位代者になれなかった
こと［〈差別〉に筆者は初め思い当らなかったのだが］，それなのに彼が寛大な
態度を崩さなかったこと（チームが勝ったのだから自分は満足だと彼は言っ
た），こういう事実を，この詩はさり気なく確かに飲め込んでいる。ミラーは
もう一つの指摘を加えている。ムーアが，野球を扱ったこれら二作品や，ロイ・
カンパネラ［やはり黒人の，名捕手〕に何度も言及する事実が示唆するのは，
彼女のドヂヤースへの熱狂が，一部は，このチームが大リーグで最初に人種差
別を撤廃したからであり，黒人選手を率先して数年間契約で雇うチームの一つ
だったからということだ（Mil．137）と。
因に，ムーアに，“ArthurMitcbel”4「アーサー・ミッチェル」（1962）なる
軽妙酒脱な短詩がある。この人物は，ニューヨーク市立バレー団の最初の黒人
［と，本稿で筆者は，無論，中性の意味合いで記してきたが，現今はいちいち，
〈アフリカ系アメリカ人〉と言わかナればならない］舞踊家で，後に最初の黒
人バレー団であるハーレム舞踊劇場の創立者になった。この短詩は，ミッチェ
ルの“virt110Sity”［技芸・卓越した技量］だけではなく，人種差別をしないバ
レー団を讃えているのだともミラーは指摘している（Mil．137）。我々はムー
アのこういう面も忘れてはならないであろう。言語芸術の極致を追求したムー
アは，人間を凝視する人類愛の詩人であり，彼女が，美と正義の芸術家であっ
たことを示す，これは片鱗である。
先刻も触れたように実に興味深いことながら，優れたムーア研究者の多くが，
「野球と書くこと」に冷淡である。へイダス（H）もコステロ（C）も，フィ
リップス（Ph）も，シェルマン（S）も，シュルツ（Scb），スレイトン（Sl），
マーリン（Mer），レベル（L）など皆同じである。ステイプルトンはこの詩
を重要な作品とは認めない（St．205）。彼ら彼女らは，余程，野球が嫌いだっ
たのだろうか。いや，自分たちも好きな野球を題材にして，詩法の妙技を揮う
ムーアに，嫉妬したものだったか。ウイリスも取り上をデているが，ナンシー・
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ナットソン（Nancy Knutson）の言辞は注目しておきたい。彼女は，ムーア
の詩法と野球の閏の比較を行ない，例えば，盗塁するようにムーアは引用を盗
む，などと面白いことを言うし，ムーアの野球と書くことに対する愛は，しば
しば同じ言語を使用して表現されると指摘する（Ⅵri．1．576）。
片や押韻する二行対句24連に，第一行と第三行とが押韻する三行詰一連を加
えた25連の詩である「アルストンとリーズ両氏のための地元作品」，他方は特
異な形姿と押韻による12行と13行の七速から成る「野球と書くこと」，この二
篇の全く形式の異なる作品によってムーアが示した世界の意義は，従来とかく
軽く扱われてきた程低いものでは決してない。単なる野球好き詩人による愉快
な機会詩に留まるものではなく，両作品に示された詩としての〈技芸〉5は，
原詩で玩賓しない限りとても分からないが，並々ならぬものであった。ムーア
らしくびっしり注を付けた作品と，珍しく自注皆無の作品との違いはあっても，
共にエピグラフを付け，それが重要を本文になって，作品の全体を包み，誘導
する。「書くこと」と関わるなら，これはムーアの全詩業に関係するのであり，
野球はスポーツや趣味の代表にされているだけではなく，詩作以外の人間の営
為の象徴ということになるだろう。ムーアが，野球と書くこととを直接に標題
で結びつけ，両者は似ていると言明し，「最後を神格化・神聖視（apotbeosis）
の心象で結んだ詩」（Mo．393）を書いた所以であろう。この作品発表後三年
経った1964年にムーアは助叩erもでの会見で，野球が特に自分に魅力を覚え
させるのは，それが「戦略を可能にする記憶の論理を備えたdexterity［器用
さ・巧妙さ・機敏さ］」を示すからだと語った（Mo．393）が，こういう場合，
尤もらしいことを述べるのは人の常ではあるもの，ムーアにとっての野球の意
義はそれだけではなかったであろう。彼女の述べるような“dex七erity”は，ムー
アの詩の魅力の重要な一部である。
ムーアは，「地元作品」以来，そして「野球と書くこと」によって一層，野
球について書く詩人と評判されるようになり，野球との直接の関わりも濃厚に
なる。彼女のその評判は，彼女が自らのペットだと公言していた剥製の鰐をエ
ルストン・ハワードと名付けていて，近所の子供たちがよくやってきてはそれ
を見せて欲しがった（Mo．429）ことなどからも拍車がかかった。軸orねJ～g㍑ざ一
方rα£ed誌に観戦記を書くことにをって，1963年の秋には，ワールド・シリー
ズをヤンキースタジアムに見に行った。書評をムーアがしたのが経で知り合っ
た若い編集者・作家のGeo曙e Plimp七onに誘われて詩人のRobertI」OWellも
一緒だった。ムーアのかつて熱愛したLosÅngeles Dodg・erSが，現在フアン
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にをっているN．Y．Yankeesに四連勝したシリーズの，その第二試合だった。
観戦記は一年後に別の雑誌助叩erなに載った6が，それは「生々とした，雉
解な情報が入った，常軌を逸した感のある」「はしゃいだ文章」（M．429）で
あった。1967年のシーズンには，ヤンキースの球団所有者MicbaelBurkeが，
JohnI」indsayニューヨーク市長と共にムーアを初日の試合に招待してくれた
し，翌1968年には，シーズン開幕日の始球式を，ムーアは依頼されたのだった
（Mo．433）。この年の開幕直前に彼女は，了協e肋抄ybrゐて門megに“OnePoet’s
Pitcb払rCardinalsも01野in払el好orldSeries”「カーディナルスがワールド・
シリーズを制覇するためのある詩人の投球」と遷する短文を寄稿した（Ⅶ■i．11．
621…22）が，その中での彼女の予言は，見事に当ったのである。カーディナル
スのBob Gilsonが ムーアは，「二試合は彼が勝利投手になるものと思っ
てもよさそう」と書いていた 三試合の勝利投手になった（Mo．428）。こ
の文章が，ム｝アが生前公表した最後のエッセイである。
詩人とは予言者をのであり，予言者でなければならない。マリアン・ムーア
が実物の詩人であったことを示す愉快な証拠の一端になろうか。
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